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＜市民サービス・満足度の向上（例）＞ 

● 島田市民の優遇制度 （島田市民が市有施設を優先的に利用できるようにする） 

※市民の税金であれば、島田市民が優先的に恩恵を受けてもよいはず！ 

 こども館、温泉（伊太、川根）、テニスコートなど  

 （島田市民の優先予約、利用料金を市内市外料金の設定など） 

● 安心して生活できる環境の整備（少子高齢化への対応） 

（学生：通学路の点検、確保、高齢化：介護施設への補助、高齢者の集う場の提供） 

● 医療制度の充実 

（費用の無償化だけでなく、医療の質の向上。検診制度の充実。） 

● 市民の市政への参画 

（百人委員会、まちづくり委員会など） 

＜効果＞ 

  ・経費削減、民による新たなアイデア 

・市民が市政に関与することで、市民であること誇り、充実感 

人口減少社会に挑戦！ 

 

経費削減、事務の効率化、収入確保 

これまでの行政改革 

 

市民サービス・市民満足度の向上の視点 

これからの行政改革 

住みやすい、魅力的と実感できる島田市 

島田市民の定着、人口の流入（人口増加） 

 

（効果） 

・税収の増加、 

・市の活性化 など 

新たな施策 

新サービス 

当然、必要で

あり、継続 



 

 

島田市の活性化に向けて（その１） 

 

島田市の新たな特産品を市民と地元企業により協同製作！ 

 

（仕組み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民からの商品（レシピ）提案 

島田市の特産品、魅力の洗い出し、再発見 

市内の店舗、企業が市民と商品化 

市内の店舗などで販売 

市内の企業など 

資金面など支援 

（スポンサー） 

島田市の茶、みかん、バラなどの新商品開発について、 

市民から募集 

島田市内には、多くの和菓子屋が存在する 

 

応募の中から、商品化可能なものを選考 

共通のレシピに基づき、商品化 

  （一定のルールを守れば、アレンジ化） 

市内の和菓子屋、スーパーなどで販売 



 

 

島田市の活性化に向けて（その２） 

 

島田市民の優れた能力を有効活用！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 人材バンクに登録し、人材のマッチングを実施 

・ あくまで支援（ボランティア）が目的で、営利ではないので、報酬は必要な交通

費＋α。 

・ 本格的なサービスが必要であれば、民間サービスを利用すればよい。 

・ 能力を活かしきれていない主婦やシルバー世代などの社会貢献、生きがいの後押し 

 

 

 

 

 

 

 

・ 島田市には、優れた人材が多くいるが、その能力が有効に活用されて

いない。 

・ 一方で、その能力を求めている人達がいるが、接点がない。 

現状 

 

私はこんな事ができます！ 

・ そろばんが得意 

・ 書道が得意 

・ 外国語（英語、中国語、ハングル

語）などが話せる。 

・ 庭の剪定が得意 

・ 昔、スポーツ（野球、サッカーな

ど）を本格的にやっていた。 

・ 力仕事なら任せて！ 

 

支援できる人 
 

こんな人物に協力して欲しい！ 

・ 店のメニューを中国語で書いて

欲しい。 

・ 学童などで、子供達に書道やそろ

ばんを教えて欲しい。 

・ 野球のコーチを探している。 

・ 高齢の一人暮らしなので、家具の

移動を手伝って欲しい。 

支援を求めている人 

マッチング 



 

 

島田市の活性化に向けて（その３） 

 

将来の島田市を支える子供達を対象にした市内の企業への就業体験で、 

将来の労働力、人口の確保 

 

＜現状・課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施策＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜期待される効果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 首都圏に大学等に進学した学生が地元に帰ってこない。（人口流出） 

・ 島田以内にも、多くの優良企業が存在する（しかし、十分に知られていない） 

（市内の企業に就職する人はどの位いるのだろうか？（市内就職率）） 

 

・ 子供のうちから市内の企業の素晴らしさ、面白さ、技術を実感してもらう機会を

多くつくる。 

（キッザニアでは、多くの子供達がいきいきして、体験（働いている）している。） 

 

・ 将来、島田市内の企業に就職する子供たちが増えるのではないか。 

・ 企業の雇用確保につながる。 

・ 人口の定着、増加に貢献 

 


